
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

 ６月定例市議会では、市長からの２３件の議案と１件の同意案件、１件の議員

提出意見書に対し、日本共産党市議団・根本市議は、このうち、６議案に反対、

約７４％の１７議案、同意案件、議員提出意見書に賛成しました。主な議案につ

いての各会派の賛否（〇×）は表のとおりです。 

今
年
で
６
９
回
目
と
な
る 

原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大

行
進
で
す 

 

１
９
５
８
年
６
月
２
０
日
、
１

人
の
青
年
が
被
爆
者
や
広
島
市
長

た
ち
に
見
送
ら
れ
、
被
爆
地
広
島

の
平
和
公
園
か
ら
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
が
開
催
さ
れ
る
東
京
に
向

け
て
歩
き
出
し
ま
し
た
。 

そ
れ
は
日
本
に
ア
メ
リ
カ
の
核

ミ
サ
イ
ル
を
配
備
し
、
憲
法
９
条

を
改
悪
し
て
戦
争
す
る
国
に
す
る

動
き
を
止
め
る
た
め
で
し
た
。
た

っ
た
１
人
で
始
ま
っ
た
行
動
は
、

の
べ
１
０
０
万
人
が
参
加
す
る
大

行
進
と
な
り
、
危
険
な
流
れ
を
止

め
る
大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
。 

以
来
、
６
８
年
間
、
原
水
爆
禁

止
国
民
平
和
大
行
進
と
し
て
、
毎

年
全
国
か
ら
被
爆
地
を
目
指
し
、

核
兵
器
廃
絶
と
平
和
の
ね
が
い
を

つ
な
い
で
歩
い
て
い
ま
す
。 

 

被
爆
国
日
本
か
ら 

世
界
へ 

い
ま
、
人
類
は
核
に
よ
る
破
滅
の
道
を
歩
む
の
か
、
そ
れ
と
も
核
廃
絶
に
よ
っ

て
、
平
和
へ
の
道
を
き
り
ひ
ら
く
の
か
、
そ
の
歴
史
的
岐
路
に
あ
り
ま
す
。
世
界

中
で
人
々
が
戦
争
に
反
対
し
、
民
主
主
義
を
守
り
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
求
め

て
立
ち
あ
が
っ
て
い
ま
す
。 

わ
た
し
た
ち
は
、
被
爆
者
と
と
も
に
「
核
兵
器
な
く
そ
う
」
「
憲
法
を
守
り
生

か
そ
う
」
「
非
核
３
原
則
を
守
ろ
う
」
「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
を
」
と
の
声

を
広
げ
、
８
月
の
広
島
、
長
崎
で
開
催
す
る
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
皆
さ
ん
の

平
和
の
願
い
を
あ
つ
め
ま
す
。 

 

 

☆労組企画 自民党改憲草

案を学ぶ＆ボードゲーム 

☆若者憲法集会 2026高校生

関連企画 

☆「赤嶺政賢さんに聞く 

戦争と平和、激動の時代

にどう生きるか」 

他 

メイン企画 

会場：有楽町朝日ホール 

講師：佐藤学さん（東京大

学名誉教授） 

主催：若者憲法集会実行員会 

連絡先 

豊田原水協…豊田市久保町２－５－１ 鳴神ビル

２０５号 新婦人豊田支部気付 



 

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

もとむら伸子 

前衆院議員 

１
８
歳
以
上
の
方
と
し
て
お
り
、
医

師
の
診
断
が
あ
れ
ば
申
請
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。 

       

要
望 

補
聴
器
購
入
補
助
は
対
象
者
の
拡

大
と
増
額
を
す
る
こ
と
。 

回
答 

助
成
額
は
、
重
度
障
が
い
者
へ
の
支

援
を
越
え
な
い
範
囲
で
、
申
請
者
の

収
入
も
考
慮
し
、
上
限
額
を
３
万

円
、
１
万
５
千
円
と
し
て
い
る
。
現

時
点
で
は
妥
当
な
設
定
と
捉
え
て

お
り
、
対
象
者
の
拡
大
及
び
助
成
額

の
増
額
は
考
え
て
い
な
い
。 

障
が
い
者
福
祉 

要
望 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
入
所
施
設
に

対
し
て
、
物
価
高
騰
の
た
め
、
市
独

自
の
加
算
や
補
助
金
を
増
額
す
る

こ
と
。 

回
答 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
入
所
施
設
に

対
し
て
、
手
厚
い
支
援
体
制
の
確
保

を
目
的
と
し
て
、
市
独
自
の
補
助
制

度
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。 

◆法律相談は弁護士が 
 ６月は２１日 午前 10 時～12 時で 
◆生活相談は随時、根本議員が応対 
◆法律相談は要予約。お申し込みは 
日本共産党西三地区委員会まで 

      電話 0564-23-2785 
◆生活相談は根本議員まで 
      電話 0565-34-4772 

根本みはる 

豊田市会議員 

すやま初美 

党中央委員 

高
齢
者
福
祉 

要
望 

老
人
福
祉
法
に
基
づ
く
老
人
福
祉

施
設
（
特
Ａ
・
Ａ
・
Ｂ
※
）
が
、

市
内
５
カ
所
で
は
圧
倒
的
に
不
足

し
て
い
る
た
め
、
各
中
学
校
区
に

作
る
こ
と
。 

※
Ａ
型…

生
活
相
談
や
健
康
相

談
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
援
助
な
ど 

特
Ａ…

Ａ
型
の
目
的
に
加
え
、
保

険
・
健
康
増
進
部
門
を
強
化
し

た
も
の 

Ｂ
型…

・
特
Ａ
を
補
完
す
る
、
比

較
的
小
規
模
な
も
の 

回
答 

・
市
内
に
は
老
人
福
祉
法
に
規
定

す
る
３
か
所
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ 

ー
と
５
か
所
の
福
祉
セ
ン
タ
ー 

が
、
地
域
で
果
た
す
機
能
を
考
慮

し
設
置
さ
れ
て
お
り
、
老
人
福
祉 

セ
ン
タ
ー
又
は
福
祉
セ
ン
タ
ー 

の
各
中
学
校
区
へ
の
設
置
は
考
え

て
い
な
い
。 

要
望 

認
知
症
の
予
防
の
た
め
、
加
齢
に

よ
る
難
聴
者
対
策
と
し
て
健
診
に

聴
力
検
査
を
追
加
す
る
こ
と
。 

回
答 

補
聴
器
購
入
補
助
の
対
象
者
は
、

加
齢
等
に
よ
る
聴
力
の
低
下
に
よ

り
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る 

要
望 

障
が
い
者
・
高
齢
者
へ
の
タ
ク
シ
ー

券
助
成
は
、
支
給
分
が
全
額
使
用
で

き
る
方
式
に
改
め
る
こ
と
。 

回
答 

 

・
障
が
い
者
、
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
券
の
利
用

に
当
た
っ
て
は
応
分
の
負
担
が
必

要
と
考
え
て
い
る
た
め
、
全
額
助
成

へ
の
変
更
は
考
え
て
い
な
い
。 

生
活
保
護 

要
望 

社
会
福
祉
士
等
の
資
格
を
持
っ
た

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を
、
１
人
あ
た
り

担
当
世
帯
数
が
国
基
準
（
８
０
世 

帯
）
と
な
る
よ
う
増
員
し
、
基
準
に

則
っ
た
配
置
に
す
る
こ
と
。 

自
立
に
向
け
た
き
め
細
か
な
支
援

の
た
め
、
経
験
豊
か
な
職
員
の
配

置
、
研
修
の
充
実
を
図
る
こ
と
。 

ホームページから

メールを受け付け

ています 

みなさんのご意見

をお寄せください。 
 

 

回
答 

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
に
つ

い
て
は
、
市
と
し
て
実
施
す
べ
き

事
業
を
総
合
的
に
勘
案
し
つ
つ
、

基
準
に
則
っ
た
配
置
が
可
能
と

な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。 

き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
う
た

め
、
積
極
的
に
関
係
機
関
が
主
催

す
る
研
修
に
参
加
し
た
り
、
課
内

で
自
主
研
修
を
行
う
な
ど
、
職
員

の
資
質
向
上
に
努
め
て
い
る
。 

       

要
望 

冬
季
加
算
の
よ
う
に
夏
は
エ
ア

コ
ン
の
電
気
代
補
助
を
市
独
自

で
行
う
こ
と
。 

回
答 

電
気
代
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
国

が
様
々
な
観
点
か
ら
総
合
的
に

検
討
・
対
処
さ
れ
て
い
る
も
の 

と
理
解
し
て
お
り
、
当
市
独
自
の

補
助
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。 

 


